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第１回ワークショップ 当日出された意見 

A SPECIAL EDITION 

下天下町のおいたち 
 下天下町の地名の由来について、慶長絵図（けいちょうえず）に三留郷手賀村（みとめごうてがむら）と書い 
てありますが、貞享二年（１６８２年）の越前国指南に、はじめて下天下村の名が書いてあります。  
 越知山大谷寺縁起に、「古記に曰く蚕種（さんしゅ）の天より下りたる所を天賀（ていが）という」と書いてあり、 
天蛾（てんが）が天賀（てが）、天下（てが）と通じ、昔蚕種の産地であったので、天賀といい、後に天下と書く 
ようになったのではないのでしょうか。  
 現福井市の殿下（てんが 岡保地区）も、天賀が訛って殿下と言うようになり、昔は蚕種の産地でありました。 

法谷 追分 

土橋 
（土断） 

こぼだん 

出展：国土地理院ウェブサイト 

記事引用：清水町のむかしばなし 

（※１） 「法谷」は主に大森町地係です。 
（※２） 「谷向い垣内」のはっきりとした場所はよ 
     くわかりません。 
（※３） 小字名で「追分」があります。今の小羽橋 
     付近です。 
（※４） 小字名で「土橋」があります。「土断（どば 
     し）」とはこの辺りと思われます。 

・ Teamぶらひがしとは、清水東公民館の広報部を中 
  心とした有志の集まりです。日々、地区内のおもしろ 
   いネタを探しつつ、ぶらついています。 

江戸時代より、もともと六才橋はここにありました。この六才橋は、 

下天下町から東へ通じる重要な橋で、石造りだったようです。 

今の六才橋は、昭和５６年、時代とともに重要な交通ルートが変わったことにより、古来の場所から上流約４００ｍの所に架けられました。 

(※１)(※２) 出展：国土地理院ウェブサイト。一部、写真を切り出しています。 

・ 「下天下町から三留町へ通じる「六才橋」については、清水東公民館ホームページでも詳しく紹介します。 
・ Teamぶらひがしとは、清水東公民館の広報部を中心とした有志の集まりです。日々、地区内のおもしろいネタを探しつつ、ぶらついています。 
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第１回ワークショップ 当日出された意見 

      ・里山の活用  ・美しい田園風景存続   
      ・桜の花道（朽谷のダム、清水の堤防） 
・三留のシバザクラ道が続くといい 
・小羽山の森が自然の森として、鳥や昆虫が飛び交うまち 

自然 

      ・市内の学校に通うのに便利な交通 
      ・路線バスの利用促進  ・子どもも安心して自転車に乗れるまち 
・高齢者が行きたい所に行けるまち 

交通 

             ・郷土料理（ひき汁・すこ）を住民に周知 
             ・菅笠や小物づくりを盛んにしたい 
・清水支所の空室を民芸品や古墳の出土品の展示会場として活用 
・小羽山の四隅突出型墳丘墓が国指定となって大勢の人に見てもらえるまち 
・「こいやこいや祭」が続くように  ・景色 大人の学習 史跡など 
・ふるさと言葉（方言）の継承  ・報郷隧道 

伝統や歴史 

      ・子供が気軽に挨拶できるまち  ・小学校が地域の核となるまち 
      ・時代の変化に対して学び合うまち   
・子どもの元気な明るい声が聞こえるまち  ・児童館があるといい 

教育 

        ・市街化調整区域を外して、住宅や工場を誘致して人口が増えるまち 
        ・総合病院や働く工場のあるまち   ・雨の日でも使えるBBQ場 
・子ども、若者、高齢者が住み続けるまち 
・若者が集まるカフェがあるといい 

その他 

      ・身近にきれいな水がたくさんあるので活用できないか 
      ・メダ力、タナゴ、モロコを捕まえて遊べる 
・シンボルになる花があるといい 
・小学校裏の散策路に咲くカタクリの保全 
・地区の花や木を決める 
・里山の林道を整備して気軽に来られるように 
・ミニ登山や里山ウオークを整備  ・桜がきれい（三留神社） 
・田園風景の保全  ・志津川河川公園が活かされていない 

自然 

      ・景色を見ながら走れるサイクリング口一ドがあるといい 
      ・22時頃の福井駅→プラントの直行パス 
・路線バスの減便で困っている  ・コミバスの本数が少ない 
・終バスが早い 

交通 

             ・小羽山古墳がある 
             ・菅笠を活かした取組み  ・お城山   
・三留の納豆 

伝統や歴史 

      ・市民体育大会に参加できるように 
      ・山遊びを引き継いでいきたい 
・地域の人材が活かされていない 
・子どもが安心して遊べる自然の大きなスペースがあるといい 

教育 

        ・めずらしい野菜の勉強会をして作ってみたらどうか 
        ・中心部に近く地元産業に熱心になれない 
・公民館活動に関心が薄い  ・寿クラブ加入率が低い（35%前後） 

その他 

      ・桜のある風景は良い 
             （三留の気比神社、東小学校、小羽山） 
・竹林をぬう遊歩道の整備 
・お城山からの景色が良い 
・しようずが細くなった（杉谷、清水、三留、下天下） 
・昔は川で魚を捕まえたり泳いで遊んだ 
・田んぼには魚やナマズがいた 
・ラブリバーを使いやすくしたい 
（小羽と上天下を行き来したい） 

自然 

             ・昔は味噌を自宅で作っていた 
             ・葉寿し 
・昔は踊りを地区ごとに競った 
・他の集落の事を意外と知らない 

伝統や歴史 

      ・神社で子どもが遊ぶようになるといい 
      ・昔からの風習の伝承（若者との交流） 
教育 

                 ・ホープタウンに神社が欲しい その他 

      ・クボ谷の蛍  ・川遊び、水遊び   
      ・城山からの景色 
・白山が見える  ・志津川の魚道  ・蛍、シジミ、力ワセミ 
・桜 

自然 

      ・プラントの交通拠点の強化 
      ・ロードバイクが車道を走れるように専用道路を整備 
・バッテリー力ーで走れるように 
・バス本数が少ない、乗車人数は少ない 

交通 

             ・小羽山古墳  ・ハイキングコース 
             ・マップ（歴史や史跡）   
・城（清水、三留） 

伝統や歴史 

      ・菅笠づくりの技術の継承 
      ・児童館が必要  ・スポーツクラブの活動は盛ん 
教育 

        ・病院があるといい その他 

３班 

４班 

１班 

２班 

里山 水辺 歴史・伝統・人 交通 

これらの出された意見をふまえ、５つのキーワードを４つの鍵にまとめました。 

第２・３回のワークショップでこの４つの鍵をもとに将来像を具現化しました。 
To be continued 
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これらの出された意見をふまえ、５つのキーワードを４つの鍵にまとめました。 

第２・３回のワークショップでこの４つの鍵をもとに将来像を具現化しました。 
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今回は上天下町！ 

とんびはこんなふうに
見ています。 

ホタルを見よう「上天下町のこぼだん」 

「こぼだん」にまつわるむかしばなし 

 乙女谷（おとめだん）とテング 
  
 むかしむかし、上天下の百姓の家の、おっつぁとおっかあが、法谷（ほうたん。小字名）の 
山へ「木の葉」を拾いに出かけたんにゃっての。ほのとき、家ん中にいた五つの女の子が 
おっかあのあと追いをして、 
「おっかあ、おっかあ、いってもたらいやーん、ててってー、おっかあー。」 
と、泣き泣きついてくるんにゃっての。ほうやってついて来て、とうとう山の四つ辻まできて 
しもたんにゃと。ほこからは山がけわしなって、ガサ原になるんでなおこと、子どもはついて 
こられんのや。 
「早よう帰らなあかんのやって。おとろしいワワメ（おばけ）がててってしまうんやぞ。おま 
えはえれえ子やぞー、早よう帰れやナア。」と、何べんも言いきかせたんにゃって。 
 しばらくしると泣きやんだんで、おっつあとおっかあは帰ったもんやと、安心して、四つ辻 
から小法谷（こぼだん。小字名）の方の山へたくもんしいに行ったんや。おいていかれた女の 
子は、泣きじゃくって声がかすれて、いけーい声がでんようになってもたんやっての。 
 
 おっつあとおっかあは、小法谷でこまざらえ（竹のクマ手）で、スン葉やらマツ葉をぎょう 
さんさらえて、たくもんの束をようけこっせたんにゃって。 
 晩げしまになったんで、たくもんをかづいてヒヨッコラ、ヒヨッコラ家へ帰ってきたんやと。 
ほいたら、とうに帰っているはずの女の子がえんのやって。 
「こりゃ大ごっちゃ、うちの子がえんのや、どうしょうこうしよう。」 
と、青うなって山へさがしに出かけたんにゃと。だんだんあたりは暗うなるし、女の子はみつ 
からんし、おっつあとおっかあはものごうなってしもうたんや。 
 ほれで、村のもんも出てきて、「ほれは、きっとオテンゴさまにててかれたんじゃ」という 
て、太鼓をたたきながら、 
「乙女をかやせやー。乙女をかやせやー。」 
と、あっちの山やらこっちの山を一晩じゅうさがいて歩いたが、やっぱし見つからなんだん 
やって。 
 
 ほいたら三日目の朝ま、小法谷近くのスギの切り株んとこ 
に、女の子がチョコンとすわっているのを、村のもんが見つ 
けたんやと。 
「ほりゃよかった、よかった。オテンゴさんにててかれて、 
おとろしかったやろな。ほやけど、おめえ二日も三日も、何 
を食べていたんやいの。」 
と、聞いたら、女の子がだまってほところから、ウサギのく 
そをポロポロ出いて見せたんやってのう。 
 
 それから、家へぶしてかえって、スイロ（お風呂）に入れ 
てうつくそう洗うてやり、着物もスカーンと着かえさせてか 
ら、ごはんをこっぽし食べさしてねさしたんやって。 
 その晩げのことや。誰やら外でユサユサ家をいさぶるもん 
がいるんやって。おっかあは、オテンゴさまがまた女の子を 
連れに来たんかも知れんと、夜さりじゅうきつーぅ抱いて、 
ちぢこまってねてたんやって。 
 
 ほんなことがあってからは、女の子がすわっていた谷を 
「乙女谷」というようになったんにゃと。 

法谷 追分 

土橋 
（土断） 

こぼだん 

出展：国土地理院ウェブサイト 

記事の引用：清水町のむかしばなし 

（※１） 「法谷」の大部分は大森町地係です。 
（※２） 「谷向い垣内」がどの場所だったのかはよ 
     くわかりません。 
（※３） 小字名で「追分」があります。今の小羽橋 
     付近です。 
（※４） 小字名で「土橋」があります。「土断（どば 
     し）」とはこの辺りと思われます。 

六才橋の歴史 
 下天下町から三留町へ通じる橋を「六オ橋」といっていました。  
 元の橋は、現在の宮永製作所の南の方八十メートルの所に、架かっていて、竹生町、片粕町、三留町、清 
水杉谷町へ通じる重要な橋でした。今から約二百五十年程前（２０１８年現在）の明和六年（１７６９年）の橋 
架け替え仕様書によると、長さ五間半、巾五尺の石橋で、橋脚も高く木の欄干がついていました。  
 以前は、手摺がなく六オになる子どもがこの橋から落ちて死んだので「六才橋」と言うようになったとの言い 
伝えがあります。 
 大正四年に、竹生町－久喜津町－狐橋の道路が県費支弁道に昇格し、念願の久喜津橋が架けられ、これ 
までの猿和田（和田町）－清水尻（清水町）の堅野橋は使われなくなり、下天下町－竹生町間に「志津川橋」 
が架けられ、この時「六才橋」は、三留町の宮の越（今の三和橋付近）に移され、下天下町－三留町間の近 
道として粗末な橋が架けられました。 
 そして昭和五十六年には「みせや堤」（今の六才橋付近）に鉄筋の立派な永久橋が架けられ「六才橋」と名 
付けられました。 
 なお昭和二年頃から始められた、志津川の大改修事業により、屈曲した志津川の両岸に立派な堤防がつ 
くられ、元の六オ橋も架け替えられ三和橋と名付けられました。 

六才橋の緒元（橋のプレートより） 
 １９８１年３月 
 橋長：49.306m 
 幅員：6.75m＋1.5m 

六才橋の危機（ひとつ前の） 

    （昭和３４年） 

六才橋の完成（今の） 

    （昭和５６年） 

 現在の三和橋の場所に架かっていた六才橋について 
は、昭和３４年８月１２日より降りはじめた台風６・７号に 
よる豪雨により、志津川が増水した時の写真が同年９月 
号の清水町広報に掲載されています。 
 写真は、志津川右岸の三留町気比神社近くより撮影さ 
れたと思われ、タイトルは「危機にひんした志津川六才橋 
附近」です。橋の中央付近の橋脚は濁流でほとんど見え 
なくなっている様子がわかります。又、後ろには、下天下 
町の山なみが確認できます。 

←写真の引用：旧清水町広報紙 昭和３４年９月号 

 昭和五十三年から工事が進められていた六才橋 
が完成し、今年度中(※)には取付道路もでき、通行 
できるようになります。 ※昭和56年度 

 いままでの六才橋は、昭和三十一年に架けられたもので 
木橋で老朽化がはげしく、自動車の通行、通学児童の安全 
を守るため、新設されることになったものです。 
 新しい六才橋は、旧六才橋の上流二百メートルの所に架け 
られ、プレビーム合成げたを使用した近代的なもので、長さ 
四十九メートル、幅は一・五メートルの歩道を入れて八・二五 
メートルあります。 
 総工費は一億七千七百九十万円で、内国庫補助金が一億 
一千八百六十万円となっています。 

←↑写真と記事の引用：旧清水町広報紙 昭和５６年６月号 

今の六才橋と下天下町 


